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ハ マ ダ ン ゴ 厶 シ の 活動を支配する要因

今福道夫 （京都 大学理学部動物学教室）

Factors　controlling 　the 　activ 三ty　of 　Tyloε gran ％
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　海岸 の 礫地帯 に すむ 等脚類 の 一種 ハ マ ダ ソ ゴ ム

シ ，Tyles　granulatUS の 活動 を支配 す る 要因 に つ

い て 調べ た 。こ の 動物の 活動を支配す る 要 因 と し

て ， 光 ， 温度 ， 湿度が 考え られ る 。 そ こ で ， 実験的

に光周期 （明期，1000 ・lux，暗期 ，
　 ca ，1・lux），温度

周 期 （30 〜 25℃ ，25〜2 
゜C，30〜35° C），湿度周期お

よ び そ れ らの 組合 せ を作 っ て 彼 らの 活動 を 記 録 し

た 。 活動 の 記録 に は ， 礫 を 入 れ た 小 箱 を 用 い ，一
時

間 ご とに 写真を と っ て 表面に あらわ れ た ハ マ ダ ン ゴ

ム シ の 個体数 を か ぞ え た 。 結果 は 以下 の と う りで あ

る。

　（1｝ 連続薄明 （ca ，1iux ） の もとで は ，30“ c，　25°

C，20° C の い つ れ に お い て も約 24時間の 周 期が維持

さ れ た。し た が っ て ， こ の 周期活動は 内因性 で あ

り， 周期の 長さ は temperature −independent で あ

る 。

　  　光周期 ， 温度周期，湿度周 期 い つ れ も活動 を

支配 した 。 そ の 場合，活動 は そ れ ぞ れ 暗 賜 低温

期，高湿度期に み られ た 。

　｛3） 光周期 ， 濫度周期 ， 湿度周期 の 相対的強 さ は ，

温度条件 に よ っ て 異 っ た 。す な わ ち ， 温度周 期の う

ち で は 20〜25℃ の 温度周 期が 最 も強 く， こ れ は 光

周期 に ま さ る。湿度 周 期は 低温 （20°C）よ りも高温

（25UC，　30
°C）icお い て よ り有効 で あ っ た 。
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　 キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ科 （Rhinolophidae ） 2 種 と ヒ

ナ コ ウ モ リ科 （Vespertirionidae） 4種 に つ い て ， そ

れ ら の 発 射 す る超音液
一

危難 音 distress　 call（d．　c ．）
お よ び標定音 orientation 　sound （o．　s．）一を無 響室

内 で 高速録音し た 。 まず d，c．に つ い て ，　 Rhinolo・

phidaeの もの は 規則的 で あ るが ，
　 Vespertil三〇nidae

の そ れは変異 が 多 く， 主部 で は周波数 は 両 科 と も

10〜 210　kHz に 及 ん だ 。 さ ら に Rhinolophidae は著

しい 振幅変調 を示す の に灣 し， Vespertilionidae は

pulse　 train 終部 に お い て 著 し い 周波数変調 （FM ）

を 示 した 。
つ い で o．s ．も両科 で 対照的な差異を示

し，Duration は Rhinolophidae の 6〜54　msec に

対 し Vespertilionidaeで は 0．4A ・3．　5　msec と短 い 。

また 周波数 は Rhinolophidae　 2 種 で は お の お の 110

0r 　 56　kHz ，710r 　 35　kHz と一
定 で あ る の に 薄 し ，

Vespertilionidaeは 20〜300　kHz に お よ ぶ変異に富

ん だ FM 音 を 発 す る 。 精査音 の レ ペ ル は 飛翔時 よ り

数倍強 く，
RhinelephiClae で は 少な く と も 7

，
8 次

ま で の hammony を記録 した 。一
方Vesperti｛ionidae

で は pulse 反復率が 飛翔時 の 8 〜10倍 に 達 した 。 す

な わ ち Rhinolophidaeは精査期 に は 多 くの harmony

に よ り音を 高 周 波 域へ 伸 ば し，よ り精度の 高い 情報

収集 を 可能 に し， 飛翔時 に は純音に 近 い 超音波を 発

しな が ら採 取 ・方 向 探 知 を 行 な っ て い る。 こ れ は

Rhinolophidae の 近 い 環境へ の 感受性 の 高 い 習性 ・

飛 翔 型 と よ く対応 して い る。一
方，Vespertilfonidae

は 精 査 期 に は，変 異 に 富む情報豊 か な FM 音の 発射

間隔を短 くす る こ とで 探索 の 精度を高め て い る 。 ま

た Vespertilionidae の うち高速 ・長距離飛翔を行な

うもの で は 周波数 が 20〜260
，
30 〜 292kHz に 幅広

く， こ れは低 い 周波数 の 波 が 持 つ 高い 伝 播性と高い

周 波数 が持つ 高い 分解能 とが と もに 必 要 な た め と解

釈 され る e
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